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Ⅲ　機構・組織

Ⅳ　研究活動の成果
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Ⅴ　最後に―「研究の自由」について
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I アジアの中 4、ヱ業 認：，：：t 立2 狭間源三編著〔￥捌〕 ； 
； インドネシア 幻l臨時金米喜空監護印刷 ； 
! インドの経営者 主品縫wrITT~，'l'E員田部 昇著〔￥ぉ0〕 f 
l タイ農業の真実 日本貿易開会fll事 長谷 J! I善彦著 〔￥ 250〕 ~ 
J メソポタミアの土 アジアt'ii!r Uiた所 糸賀呂沼著 〔￥捌 ； 
~ 日本の対家財政投資 静岡大学跳州 安藤 実著 (¥ 250〕 i 
i パンパの発展と停滞 1~＼！f ｛－＇／品 篠沢恭助著 〔￥ 300〕 i 
I アジア開発の基盤日〈 ノグサ車協会 山 r1 仁秋著 〔￥捌〕 1 海外コ〆朴，； j 1 久保 f!l 隻

~ 毛沢東の顕 アジア経済出版会編〔￥ 330〕 t ； アジアのエネルギー 日工大教長 林 雄二郎著 〔￥ 2叩〕 ； 
； オーストラリアの経済 11'：一辺員 岩崎八男著 店舗〕 i 
1 メコンとイラワジの荷 アジア経済研究所 今 JII瑛一著 〔￥ 2田〕 i 
~ 東南アジアと日本 朝川聞論説強貝 丸山静雄著 〔￥ 3回〕 i 
~ フィリピンの経済 詰7_:iJ t；日生閃箆朗著〔￥おO〕 l 
~ 低開発国開発理論の系譜 一揖ス •＇f JU;~ ti 荻本竺郊著 〔近干lj〕 ； 
海外投資と法律 アジア経済的究所 桜井雅夫著 〔￥おO〕

アジア経済の未来像 アジア経済以究所 矢野誠也著 〔￥ 300〕

シベリア経済史 専修大学教綬 池田博行著 (¥ 330〕

ラテン・アメリカの経済 神奈川大学助教 f;I 大原美範著 〔￥ 330〕

アジアの農業とその銅発 言ジア経由耐火霊 小企武一編著 〔￥ 380〕

中国文化大革命と な φF 今川球
ベトナム戦争 7 ＇－＇アれ治 l11i-1t所 浜 勝彦著 〔￥ 280〕

続アジアの中小工業 主Ez 員富： 狭間源三編著 〔￥ 300〕

アジア経済の旅 ア♂ア経済研究1li 矢野誠也箸 〔￥ 280〕

} モンスーンアジア 立教 l、〆れ授 別主主 総彦著 〔￥ 300〕 、

i ll', If 省主3 j奔著 ? ! 近代中国農民革命の漂流 農業ふ（｝江閉 山木秀夫訳 〔￥ 280〕 ； ； ラテンアメリカの開発政策 神奈川ノ川俊 英官山票 日 300〕 ； 
ぃ・，.，..，切山山内山内旬、，u，…山w……………叫山内山内．，

IOI 


	I はじめに
	II 沿革
	III 機構・組織
	IV 研究活動の成果
	V 最後に-「研究の自由」について



